
 

 

朗読会  ～名作をあなたに～  
 

毎年一回「名作に親しもう」という目的で、朗読会が行われています。今年度は 10 月

24 日にＯ・ヘンリの『よみがえった改心』を題材にして行われました。美術部による

挿絵の入ったテキストが配布され、放送部による朗読が行われました。そこで、皆さん

が書いてくれた感想文の一部を紹介します。 

 

 ・「よみがえった改心」というタイトルは、ジミイ・ヴァレンタインがラルフ・Ｄ・

スペンサーから「よみがえった」ことを指して、同じジミイが行った金庫破りでも「心

が改まった」ので周りの人に認められていく事を指しているのかなと私は思う。 

                             （二年男子） 

 

 ・登場人物が多くて外国の名前だったので少し難しかったけど朗読の声が工夫されて

いて聞きやすかったです。登場人物の気持ちが朗読で伝わってきて、話の想像も広がっ

て物語の中に入ったような気分になれて楽しかったです。 

                             （二年女子） 

 

 ・全体的におしゃれな話だなと思いました。話に出てくる革靴や焙り肉、白葡萄酒な

どが、海外特有のおしゃれさを出しているなと思いました。最後のベン・プライスがジ

ミイ・ヴァレンタインを見逃してやるというシーンも、あんなに捕まえたがっていたの

にジミイの行動に免じて見逃すなんて粋だと思います。 

                             （三年男子） 

 

・自分は悪いことをするのは真似しようとは思わないけど、誮かが困っているとき自

分を犠牲にしてでも助けられるような人間になりたいと思った。 

                             （三年男子） 

  

 

芸術鑑賞会 ～『中国文化芸術夢公演』を見て～ 
 

 ・公演を見て、一番、椅子を積み上げて命綱なしでのぼり、逆立ちをしたりしたのが

印象に残りました。それとお面が変わるのを何回かテレビで見たことがあるので、見れ

てうれしかったし、間近で見ているのに全然どうやって変えているのか分からなかった

のがすごいと思いました。 

（一年女子） 

 

 ・初めて中国文化芸術というのを見て、人間やればあんなにすごいことができるんだ

なあと思いました。筋力、バランス力、集中力など極めないとできそうにないことを楽

しく見せていただきとても良い鑑賞会になりました。 

                             （二年男子） 

 

 ・皿回しも、獅子舞もジャグリングもすべてが本当にすごかったです。小さい頃から

ずっと練習してきたと考えると、どれだけ努力してきて、どれだけきつい思いをしてき

たんだろうと思いました。初めて中国の雑技を見る私にとって、本当に「すごい」しか

言えない公演でした。 

                             （二年女子） 

 

・ジャグリングもどうなっているのか速すぎて目が追い付かないし、フラフープはと

ても美しく見ていて心が癒されました。失敗したときは「昔の厳しい練習を思い出しも

う一回やればいい。」という言葉に私はとても納得しました。失敗してそのままにして

おけば何も成功には繋がらない、そこで何かきっかけをつかむことによって何かが変わ

るのだと思いました。 

                             （三年男子） 

 

 ・今回の鑑賞会では、努力することが、どれだけ大事なことかと言うことと雑技団の

皆さんが言っていた、失敗してももう一度やり直せばいいという言葉から失敗を恐れず

に思い切ってやればいいということを学びました。 

                             （三年女子） 

 

 

 

 

 

「東風(こち)」図書館だより 

平成２８年(２０１６)年度 第２号 

福岡県立嘉穂東高等学校 

図書専門委員会発行 



★貸出本ベストランキング★ 

順位 貸出回数 書名 著者名 出版社 

１ １０ 小説 君の名は。 新海 誠 KADOKAWA 

２ ９ コンビニ人間 村田 沙耶香 文藝春秋 

３ ８ 怒り 上 吉田 修一 中央公論新社 

４ ７ 少女 湊 かなえ 双葉社 

４ ７ 君の膵臓を食べたい 住野 よる 双葉社 

 

 

 

★貸出冊数クラスランキング★ 

順位 クラス 貸出冊数 

１ 1 年 6 組 144 冊 

２ 3 年 1 組 119 冊 

３ 1 年 3 組 118 冊 

４ 3 年 5 組 99 冊 

５ 2 年 5 組 97 冊 

（いずれも集計期間は平成 28 年 7月 1 日～11 月 30 日） 

☆全体の貸出冊数は１，１１４ 冊でした！ 

「聞く力」        阿川 佐和子 著  

現在も売れ続ける有名な本です。文章も大変読みやすく、「なるほど」と 

思うことが多いです。何度も読み返すと新しい発見があります。 

他人とのコミュニケーションのヒントになるかも？？ 

                           尾野先生 

「心を整える。」      長谷部 誠 著 

『心は鍛えるものではなく、整えるものだ。』日本代表キャプテンとして、 

チームを勝利へ導く男のメンタルコントロール術！ 

今何かを始めたい、何かを成し遂げたい人はぜひ一度読んでみて下さい。 

                           田邊先生 

 

★先生のおススメの本の表紙です！★ 

 

 

      

 

 

 

 

尾野先生    永松先生   藤川先生   田邊先生 

★先生のおススメの本★ 

＊今回の図書だより「東風」の制作は、２年生の図書委員が担当しました。 

 

 

 

 

 

          

 

    「思考の整理学」     外山 滋比古 著 

自分の考えをどうまとめればよいのか？特に小論文を課された時に悩んだこ

とだ。エライ先生なら、旨くやる方法を知っているだろう→そうだ、本だ！

私とこの本の出会いはこんな感じであった。 

さてこの本は、「どう考えるとうまく考えがまとまるか」を教えてくれる。 

しかし、どう小論を書けばよいのかは、教えてくれない。でもそれは、 

外山先生曰く「自力で飛ぶ」ことが大切だからだ。 

                           永松先生 

「こうふくみどりの」    西 加奈子 著 

中学生、思春期の女の子、緑ちゃんの日常に数々の友人が絡んでいく様子が 

描かれている作品です。ページ数も尐なくスラスラと読めます。 

高校生も一度は経験したことがあるような日常が描かれています。 

                           藤川先生 


